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北東北における間作技術を導入した小麦 。大豆 2年 3作型技術の体系化

第 1報 大豆―小麦一大豆作付方式における第 1作 目大豆の品種選定と栽培法
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: は じ め に

北東北において水日の総合生産力を高めながら転換畑作

技術の定着を図るには,麦・大豆を中心とした 2年 3作型

作付方式の確立が必要であるが,気象による作期制約が厳

しいので,麦 大豆の生産力は低い。したがって,生産性

の安定化には前作物立毛中に次作物を中播きする大豆間麦

麦間大豆等の間作技術を導入することが必要となる1'2)。

立毛中に小麦が中播きされる第 1作目大豆では極力蔓化倒

伏を回避して機械化を円滑に行うと共に,400″ /10α を

目標とした多収を図ることが欠かせない要件となる。間作

方式における大豆品種形態の変動と栽培管理法について
,

昭和61～62年にかけて検討し,成果を得たので報告する。

2試 験 方 法

は)昭和61～ 62年で間作方式の第 1作目大豆に適する

品種の特性を推定した。両年次で供試した品種は表 1の と

おりである。

2)第 1作目大豆の安定多収栽培法

昭和62年の上記 8品種に栽培管理 5要因を加えL32(2馴 )

2水準系直交表にわりつけて実施した。

供試した要因 水準のなかで,多肥10″ /10α 区,栽植

密度30本 /″ ,側条施肥区並びに機械収穫を前提としたの

で培上をしない等,適期播大豆とすれば過繁茂・蔓化倒伏

しやすい条件も水準として採用しているが,こ れは栽培・

気象条件に変動があってもなお安定した形態 ‐収量を呈し
,

間作方式に適する栽培の在り方を策定 しようとする意図で

ある。

間作方式はA,Bの 2方式で,A方式では 1作 目大豆が

条間30m 畦間100mの複条播種,B方式では畦間60mの

標準播種とした。小麦の大豆立毛中への播種はA方式では

野菜用密条播種機,B方式では小型管理機をそれぞれ改良

して行った。

ll i人豆―麦一人豆 2年 3作作付方式の 2巡 日の第 1● 目大豆

東北農試 大区画圃場 (多湿黒ボク土 )で 5月 18～ 22

に播種し,大豆の生育 収量調査を行った。

3試 験 結 果

に)品種選定 (昭和61年度 ): 第 1作目大豆立毛中

A‐ B両方式の播種機を用い小麦の中播き作業を行った。

十勝長葉のような下位分枝の少ない主茎型の品種であれば

作業は順調に行われた。供試した 8品種のなかでは,北海

道品種のコガネジロ ヒメユタカが坪刈 りで400″ を越え

る多収性を示し,機械化適応性も高いと推察された。

(2 品種選定 (昭和62年度 ): 供試 8品種の収量を多

重比較した結果,コ ガネジロとヮセスズナリが上位で330″

程度 ,十勝長葉とフクナガハが中位で3101夕 となり,上 中

位 4品種中 3品種が北海道系の品種となった。また61年度

に多収であったヒメユタカは茨数 粒数の減少が大きくて

低収となり,裂奏も多発して年次間変動が大きいとみられ

た (表 3)。

大豆の形態 ‐収量構成要素によって主成分分析を行うと
,

第 1主成分にはサイズの因子 (草丈・繁茂量 )が,第 2主

成分には葵数 ‐粒数 ‐百粒重など登熟 収量性の因子がと

られた。供試した 8品種は各々栽培管理法を異にした 4処

理が加えられているので,主成分スコア図で栽培法による

大豆形態の変動をみた。倒伏 したナンブシロメ ワセンロ

ゲ フクナガハはZl軸の草丈 繁茂量共大きい第 1 4

表 2 供試した要因と水準
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表 1 供試品種
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表 3 大豆品種収量の多重比較 (ダ ンカン法 )

象限に分布し,ヒ メユタカ・白日長葉はZl軸 値もZ2軸
の値も小さい第 3象限に分布 した。したがって多収でかつ

倒伏蔓化も少なかったコガネジロ 十勝長葉 ワセスズナ

リの品種は第 1軸のサイズ成分の値は小さいが,Z2軸
登熟性や収量性のスコアは大きい第 2象限に分布している。

なかでも十勝長葉は 4点の占める面積が最も小さく,どの

ような栽培条件下でも大豆形態はほとんど変化しないこと

を示しており,更に十勝長葉を母本とするコガネジロは変

動が多少大きくなるものの,十勝長葉を越える収量性が発

揮できる可台bl■があることも判る。一方,ワ セスズナリは

Zl軸をとってもZ2軸をとって も分布幅が広 く,栽培条

件によっては多収を示すことがあるが,徒長することもあ

り栽培管理が難しく年次変動の大きい品種であることが判

る(図 1)。

中播き作業の支障になる蔓化倒伏の程度 も品種によると

ころが大きく,コ ガネジロ 十勝長葉はどのような栽培管

理条件であっても倒伏しない品種であるが,一方,ワ セス

ズナリは栽培条件によって倒伏程度が大きく変動し,フ ク

ナガハはいずれの条件でも●l伏 した (表 4)。

0   1   2   o   l

大豆品種の主成分スコア図

品 種 名

注 1:0化 ‐■伏し中播作業ができない。
2,なびいており 中播作業の能率が低ドする。
3:倒よなく,中播作業に文陣ない。

0)安定多収栽培法 : 収量に最 も大きな影響を及ぼし

たのは品種であるが ,栽培管理要因で有意な影響を及ぼし

た施肥法では特に■1条施用とする必要はなく全層施肥の方

が有利で,栽植密度も密播より早生品種の適密度である18
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表 5 大豆収量の分散分析法

と  *■ :1%水 準で有意  ■:5%水 準で有意

本/材でよいことが判った。

また栽植様式では間作A方式の複条播種より,畦間60m
の標準様式がやや多収になるものとみられた (表 5)。

4 ま  と  め

F83作方式の第 1作目大豆に適する品種特性としては下位

分枝の少ない主茎型で,裂奏が少なく,耐肥性 耐倒伏性

(機械化適応性 )も 高く,収量が同程度であれば早生品種

であることが望ましく,コ ガネジロのような品種特性をも

つものが栽培条件による変動も少なく適品種と思われた。
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 貝 量 子ガ久 度 壁 3ガ奮スズナリ
25,5 2650 2818 2875 3105 0160 3280 3020

表4 品種による倒伏程度
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